
〔問〕

昭和 40年度 (問題)

午前の部

p _ pl ー「

τT ~ X ・tl

x p ム
x • t I 

を証明せよ巴

Z 累加保険の現価〈 IA〉;:司と，累加年金の現価(1ぷ)x :司との間に次の関係があ

ることを示せ。

(I A〉1 z ti-n-Ez-d-(I話)x :ii] 
X •司 X •司

dは割引率とする。

3. 甲(x歳)，乙(y歳)，丙(z歳〉の5人が次の条件をもっ年金を購入した。すなわち，

5人全部が生存しているときは， 3人でそれぞれ年金を5等分し， 1λ、が死亡したときは，

残りの2人で生存中，年金を2等分し， 2人が死亡した場合には，残りの生存者が1人で年

金全部を受取る。 5人がそれぞれ負担すべき一時払保険料はいか程かーただし，年金年額は

1とし期末払とする。

午後の部

次の6問のうち4，5，6の3問または. 7， 8，9の5問のどちらかの組をえらんで解答せよ由

4. 年払純保険料 P;rが .02415であるとき月払純保険料(真保険料〉はいくらとなる

か。ただし，年税率を4%とする。

5. 養老保険の将来法純保険料式責任準備金の公式》ら Facklerの公式(責任準備金の

再帰方程式〉を導け。

2 X 

6. Px =A十H.x十BC
X
のとき，.o;rはks xωZ  Fe の形で与えられる。この場合

A， H， Bを s ，ω， 9"， Cであらわせロ

Z 給料指数について，h_ =0_' ， 0 二三 Y(4uza+1，------dr-1〉， bzTXo -X
O

' -X= -X  -0 

=0ん(x rは定年年令〉の関係、があり， {-也の基礎率はすべてlトとする。以上の条件に
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〔問〕

もとづく定年給付のみの同一年金恨の全期平準払保険継は Pxo 三五日となること

を示せ。但し，PXoは{九}， P /0は{h ~ }に対応する料率とする。

8. 完全年金制度(Full Pension)において，発足時の加入者全員について単一の全期

平準払保険料を適用して算定した過去勤務債務と，みなし加入年齢系列別にそれぞれ対応す

る全期平準払力日入年齢保険料を適用して計算した責任準備金と均等しくなった。この場合，

単一保険料は加入年齢保険料の加重平均として求められることを定額制の場合について示せo

虫 (1) 年金現価率が次式で表現される年金はどのような給付条件のものか説明せよ。

Eylx=〈∞v
t

tPX (1-tPy)μ 

(2) 上式は次の形に変形できることを示せ。

αylx=〈∞ut tPxyPy+tEx+t dA 
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昭和 40年度 (解答)

午前の部

M~ Mx -Mz→I-t 

市;-N% -N.x+t 

右辺 = 

D~+t 

Nx-NZ+t 

Mg 〈Nz-NZ+t〉-NZ(MZ-Mz+t〉

一一

N~ DX+t 

NZ MZ+z-hら N~+t
一一

Nx Dx十t

M_・ M N_. 
;r;寸-t x x→-t 

Dー し N D .  
;r;寸-t X X→-t 

A一一一 P__.-a _ V 
;r;-←i "x→-t t . X 

2. ( IA)同=十 (R"--Rx+n - n Mx+n ) 
Z 

(ほ)x :司=寸(Sx -S X+n - n • Nx+n ) 
Z 

+

+
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x
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.
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(IA)~. -::1 =~(VS_-S...I .-vS...._+S :司 Dx ¥ x x十1-v~x+n I v X+n+l -n -'U. J."4 X+n 

+ n • N_ • _ 1.  ) x+n+1 ノ
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1士(V(5八

寸(V(5x-Sx+n- n' Nx+n)ー (Sz-hn-nhn-Nx

十 Nx+n+ n Dx+n))  

V(Iα)x:lll一(Ia) x :司 +αx •司 - n"戸EX

lix:E1-n-n Ex-d (I迂)x :τ1 

3. まず甲の耳ゅの現価ば次のようにして求められる。

(a) 3人が生存中の甲の取分は÷であるから，この期間中の現価出

j αxyz 

(h)乙が最初に死亡すれば甲は丙とをづっ受取る。同様に丙が最初に死亡すれば甲は乙と

すづっ受取るD よって，こ儲日分の現高は

す(ay!xz+ αz I xy ) =を Gμ+すαxy-Gx 

(c)乙，丙の最蝕存者が死亡した後は，甲 1人で年金を受取る。

よって甲の取分の現価は

G一一、 = α - a _-a _ +  α 
y .. qx  x xy 

よって甲の取分の現価は， (a)，(h) ，(c)の合計額である。即ち，

÷Gxyz+(をαxz+をαxy axyZ) 

+ (aX-aXY一αxz+ αx yz ) 

=Gxーを(αxy+αxz)+士αxyz …………・…(1)

同様に乙および丙の現価は，

α ーを〈α 十 α 〉+÷αxy - yz 曹

-44一
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Gzーす (Gzz+Gyz〉+÷GUz -…・……・…・・・ (3) 

したがって，甲，乙，丙の負担すべき一時払保険料は， (1)， (2)および(3)となる。

【別解〕

甲 乙

甲，乙，丙の生，死の状況を左図のごとく図示するh

円内を生存，円外を死亡と定義する。

甲が年金を受取る状壊はA，B， B' ， Cに区分さ

れる。

A領域の年金額はし年金現価は，

1 (α ー〈α +a.._)十α “〉XY' YZ'. xy 

s+B'領域の年金額はす，年金現価は，

+(aXY+αxz-2Gzyz〉

C領域の年金額は3'年金現価は，

+c axyZ) 

よって，甲の負担すべき一時払保険料は，

へーを(aXY+αxz )++ aXY z 

同様に，乙および丙の一時払保険料は，

α ーす(α +a.._)++α 
~ '" XY' YZ" ~ 

Gzーをcaxz
十 Gyz〉+÷azyz
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午後の部

4. 
p(m) = 

x 

p 
x 

1一号云〈九十 d) 

なることから

p(12)= 
x 

したがって

.02415 

11 
1一一(.02415+.03846) 24、

P (12) 

月払純保険料 =一一五ー =.00207
12 

.o 241 5 

1-.02870 
024 8 6 

5. 養老保険責任準備金将来法の公式は，

tVx:玄|=Ar十:n士司 -px:E1 ax+t:lZ士司

両辺に P ちを加える
x ~ ll! 

tvx:司 +px:E1=AXH汗士司ーに:τ1aX+1:~τ11 

一方

Ax+t :-;;=司 V~X+t + VPX+t . AX+t+1:言コて司

これを上式に代入

tVx:司+px:司=呼出 +uepx+t-A叶 t+l:n-亡 η-px:司 Vp
汁 t

a
X+t+1 :-;;:てτ了η

= V~ X+t + V P X+t 
(A

x+t+l :τごEて司 -px:司 Grトt十1:n二t=il)

人:司+Px:ru(九十t+ P X+t・吋1Vx:司〉

t+tVx:τl =子土ι(九:計九:司)一手主
J:'x+t J:'X+t 

-46ー



6. 

メlX A+Hx+BcX 
(1) 

.tx 

x
 c

 
ag 

今，
a

z
 

初
X
 EJw 

v
n
h
 

なるととから

d.Aγ d d 
ん =--J=ー -log.tx=一-.(log k十 3logs+Jlogω+/log8-) 

.t
x 

dx dx d♂ 、

/~ X 、
= 一(logs + 2♂ log W 十 c ~ log c log g-) ・・・・・……・・・… r (2) 

(1)， (2)の2式から

A --log s 

H ー 210gw 

B -log c log g-

ス 定年における給付現価をSとすれば p p ， は夫々次のようにあらわされる F

.% 0 xo 

P 
.%0 

S b_ D 
J~r γ 

Xr-t 

X b" D 
Y=X

n
Y -Y 

o 

S b' D 
P' _ x γf  

.%0 Xγ-1 
X b' D 

y=xo y y 

一方，
Xr-1 

b
xミ bJ から Z 

y=xo 

X_l  

b D 主主 E b~ D 
y y y y y=-・0
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叉 .b b: であるから明らかにhr λT  

S bxγD 
Y γ

一
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D

一
D
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一
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一
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'
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一4
1
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一p
y
h剖-一
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'
 

i
一一'

'
X

γ
山

=

3

n

J

 

b D 
y y 

即ち， P一 三三 P~守一-.

8. 単一の全期平2鞄ム保険料Pを適用したときの初期債務は

u= 仔 G .L~ U..t.x符 G1 .x 士宮zEτS，(.t)一川〉

♂ 

加入年齢

現在年齢

ここiこ 』

G
lX 

• 加入年齢A，現在年齢♂の総人員

S.J.¥ .加入年鈴ん力日目、期間〈 τ-A)の給付
的)

上式に加入年齢』に対応する全期平潟ム加入年齢保険料P.l.を導入して変形すると，

=EEG，_ 
.t x 

古(fzCTNI)-mx+(Pz-P〉NJ

X

-

X

 

N

一D
可
J

P
‘
 

p
 

f
E
K
 x

 

G
 zz 

zi 
+
 

V
 一一、J

N
X
一円、ノ
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P
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、.+
 

z
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一一

習慣 、-，-.. '-、ー，、. V l.x 加入年齢系列別に Rを適用したときの責任準備金

u=v 題意により

よって
N_ 

LJ L1 G.l.% (P1-P)百二 o
X -X 

N
Z

一DX
X
 

G
 

Z
X
 

Z
A
 

D
A
 一一

N
X
一D
X

X
 

G
 

Z
x
 

p
 

Z
』

N.. 
LJP，lJ G，y T~ 

X LFX 

故に P=一一一一一一一一一一
N 

LJE G.tx .ず
.t ;'C X 

すなわち PはP.tの加重平均である。
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虫 (1) 簡単な変形によって

a a -a_ 
y I .'t X X Y 

と表わすことができるから， (y)のF酸，{x)o生存を条件として，連続払年金を給付するも

のであることが分るロ

ω 1一川==JsPyP出 dSを代入して

aY1 x イイ tyt.tPy-spy・μy+sdS d t 

イJ ut.tPx e SPyPhdt dS 

イsl死.sP y .μy+5 dS 

00 

イV
S
sPxy P.山 ζ+8dS 
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